
平成２２年度全国安全週間 

全国 【みんなで進めようリスクアセスメント めざそう職場の安全・安心】 

弊社 【ヒヤリ・ハットは危険の芽 リスクアセスメントで摘みとろう現場の危険】 

 

・・・ 平成 22 年 7 月 1 日～7 日 ・ 準備期間：6 月 1 日～30 日 ・・・ 

 

- 社長メッセージ - 

平成 22 年度全国安全週間を迎えるにあたり、一言ご挨拶を申し上げます。平素は弊社の

事業活動並びに労働災害防止活動に対し多大なご理解とご協力を賜り厚く御礼を申し上げ

ます。 
建設業における労働災害は長期的には着実な減少を続け、平成 21 年度における全国の死

亡災害は初めて 400 人を下回り過去最少を記録しました。しかしながら、全業種における

労働災害の発生状況の中では、建設業の占める割合は 3 割を超えております。建設産業を

取り巻く経済環境は極めて厳しい状況が続いておりますが、いかなる状況下においても、

労働災害は絶対にあってはならないものであります。 
このような環境下ではありますが、昨年は弊社の最大の目標であります「労働災害ゼロ」

を達成することができました。これもひとえに、社員並びに関係者一人ひとりの意識の向

上と日頃の労働災害防止活動の確実な実践によるものと大変嬉しく思います。 
本年の全国安全週間におけるスローガンは「みんなで進めようリスクアセスメント め

ざそう職場の安全・安心」であります。弊社では、本年のスローガンとして「ヒヤリ・ハ

ットは危険の芽 リスクアセスメントで摘みとろう現場の危険」を掲げ、「労働災害ゼロ」

の達成に向けて下記の事項を実施してまいります。 
1. 「リスクアセスメントの構築」を本年の最大目標として取組み、「災害ゼロ」から

「危険ゼロ」を目指す。 
2. 「危険予知訓練（KYT）」「ツールボックスミーティング（TBM）」「指差し呼称」

の三点セットを徹底し、「ヒューマンエラーの撲滅」並びに「労働災害の撲滅」に

取組む。 
3.  「車両系建設機械の点検状況」「有資格者の配置」を重点項目とした月次の安全パ

トロールを確実に実施し、「重機災害の撲滅」に取り組む。 
4. 社内の「安全衛生教育」は継続的に実施し、更なる安全衛生水準の向上をめざす。 

 各職場における皆様には、本週間における弊社の「週間行事」を確実に実施し、実効あ

る労働災害防止活動を積極的に推進されますことをお願い申し上げ、本年の全国安全週間

におけるメッセージといたします。 
 

 

 
 
 
 

平成 22 年 7 月 1 日 
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